
サッカー部 

努力が奇跡を生む 
をクラブモットーに掲げ、「全国大会出場」と「現役国公

立大学合格」という二つの明確な目標を実現するために、

短時間集中型のインテレラショナードトレーニングによ

りチーム力と人間力の向上に努めています。 また、私

たちが理想とする「変幻自在な攻撃と粘り強い守備を基

本にした攻守一体のパスサッカー」の完成に全力を注ぎ、

応援して下さる方々に愛していただけるサッカー部であ

りたいと思っています。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国選手権大会壮行会 

 

【戦績】 県大会ベスト８以上（平成元年～） 

平成 ２年 兵庫県高等学校総合体育大会 ５位  

平成 ２年 兵庫県高等学校サッカー選手権大会 ５位  

平成 ４年 兵庫県高等学校サッカー新人大会 ５位  

平成 ４年 兵庫県高等学校総合体育大会 ４位  

平成 ５年 兵庫県高等学校サッカー選手権大会  準優勝      

平成１３年 兵庫県高等学校サッカー選手権大会 ５位  

平成１７年 兵庫県高等学校サッカー新人大会 ５位  

平成１８年 兵庫県高等学校サッカー新人大会 ５位  

平成１８年 兵庫県高等学校総合体育大会 ５位  

平成２２年 兵庫県高等学校総合体育大会 ５位 

      兵庫県高等学校サッカー選手権大会 ３位 

平成２３年 兵庫県高等学校サッカー新人大会 準優勝 

      兵庫県高等学校総合体育大会 ４位 

兵庫県高等学校サッカー選手権大会 優勝 

第 90 回全国高校サッカー選手権大会 ベスト８ 

兵庫県ユーストップリーグ ４位 

平成２４年 兵庫県ユーストップリーグ ３位 

平成２５年 兵庫県高等学校サッカー新人大会 ５位 

兵庫県高等学校総合体育大会 準優勝 

近畿高等学校総合体育大会出場 

兵庫県高校サッカー選手権大会 ５位 

兵庫県ユーストップリーグ 準優勝 

平成３０年 兵庫県高等学校総合体育大会 ４位 

兵庫県高等学校サッカー選手権大会 ３位  

令和  元年  兵庫県高等学校サッカー新人大会 ３位 

http://blog-imgs-48.fc2.com/i/c/h/ichinishisoccer/2011122318313099c.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９０回全国高校サッカー選手権大会 ベスト８までの軌跡 

兵庫県大会 １回戦  VS 琴丘   ２‐０ 

２回戦  VS 伊丹西  ３－０ 

      準々決勝 VS 明石城西 ３－１ 

      準決勝  VS 滝川第二 ３－２ 

      決勝   VS 神戸弘陵 １－１（延長１－１PK４－２） 

 

 

 

 

 

全国選手権 ２回戦  VS 山梨学院 ３－２ 

      ３回戦  VS 近畿大付 １－１（PK８－７） 

      準々決勝 VS 大分   ２－３ 

 

 

 

優勝記念  兵庫県大会優勝旗  

全国選手権大会 開会式  ベスト８記念碑  

http://nishinomiya-style.jp/wp-content/uploads/2011/12/111128-57501.jpg
http://www.google.co.jp/url?q=http://web.gekisaka.jp/185406_90582_fl&sa=U&ei=VXfXUsW-Ms3jkgWAt4CYBA&ved=0CD4Q9QEwBzgU&usg=AFQjCNFy0wHoi3c7mHfgjDwx2zBIO9fPsQ
http://rd.yahoo.co.jp/blog/gallery/image/main/*/it2012weblog/GALLERY/show_image_v2.html?id=http://img5.blogs.yahoo.co.jp/ybi/1/df/21/it2012weblog/folder/303084/img_303084_3268405_0?1330385107&i=1


         サッカーコラムニスト寺野典子さん記事より 

「市西が出場するの？」 

 市立西宮高校が、前回の選手権王者である滝川二高を破って兵庫県代表となっ

たと聞いたときは、本当に驚いた。私自身が通った高校の隣の高校だという思い

もあったが、公立の学校が、150 を越える出場校の頂点に輝くのは至難の業だ。

私立高のように巧い選手を他県から獲得することもできない。練習施設や遠征費

用などにも限りがある。 

 

 そんな市西は、優勝県シードとして、２回戦から初めての全国の舞台に立った。

相手は強豪の山梨学院。ＦＣ東京のジュニアユースの選手などが数多く所属し、

プロ入りが決まっている選手もいる。試合は開始から主導権を握られる苦しい展

開だった。それでもカバーリング意識の強い守備が冴え、ＧＫの中野啄治も好セ

ーブを連発。ボールを奪うと丁寧にパスを繋ぎながら、攻める。先制点を許し、

その後も守勢に回るが、落ち着いた対応が組織を強固なものにする。そして、前

半終了直前に得たＰＫで同点に追いつくと、後半は強豪のスキを突く堂々たる連

係から２点を獲得し、３－２で勝利を飾った。 

 

 部の目標に「国公立大学現役合格」

を掲げ、３年生の９名が１月中旬のセ

ンター試験を控えている市西サッカー

部は優勝候補の山梨学院を下し、３回

戦でもＰＫ戦で大阪代表の名門・近大

付属を倒して、ベスト８へと駒を進め

る。 

「少し前までは県大会のベスト８でも

スゴイと思っていたのに。明日の練習

場の確保もしていない」と市西の大路照彦監督は嬉しい悲鳴で記者を笑わせた。  

 

 兵庫県の公立高校が全国大会へ出場することの難しさは、その練習環境だけで

はない。兵庫県の公立高校受験には長年「総合選抜制度」が実施されていた。各

学校の学力レベルの平均化や通学の便宜などを考慮して始まった総合選抜制度

は、公立高校の合格者を校区で分けて、通学する学校を決める制度だ。全体の成

績上位 10％は希望する学校へ行けるが、そのほかの 90％は生徒に学校選択の自由

がない。そのため、能力の高い選手を集めて、チームを強化することが困難なの

だ。私が通っていた学校のサッカー部でも、中学時代に県選抜に選ばれた選手が



二人いたが、その選手だけでチーム力が上がることはなかった。 

 

 西宮市では２００９年度の受験者から、制度が廃止になり、現在の３年生はそ

の一期生でもある。 

「総合選抜制度の廃止は、チーム作りにとても大きな影響を及ぼしました。廃止

が決定してから、魅力ある学校を作る、偏差値の高い学校にすれば、選手の親も

安心して、市西を選べるだろうと考えていた」と大路監督。 

  

市西サッカー部の半数が西宮少年サッカースクール出身者だ。地元のクラブ出

身者が揃って同じ高校へ進学できたのも、総合選抜制度が廃止されたからだろう。 

 このスクールの指導コンセプトと「ボールを大事にする」という大路監督の目

指すサッカーのスタイルが合致していたことで、選手たちも迷いなく成長できた

に違いない。同スクールではフットサルチームでもプレーさせており、ＤＦの帷

智行や攻撃の中心である後藤寛太や指田真宏は中学３年生のときに全日本ユース

(U-15)フットサル大会で全国３位に輝いた。子どもの頃に身につけた高い技術が

市西のパスサッカーを支えていたのだ。 

  

とは言え、西宮市内でも偏差値の高

さで上位を争う市西には、そう簡単に

進学はできない。子どもたちにとって

サッカーと学業の両立は、当然の毎日

だったはずだ。高校でも部活動の時間

は毎日２時間程度で、練習後に塾へ通

う生徒は多い。選手権大会中も３年生

は毎晩、自習を行っていたという。 

 

「うちの武器はメンタルの強さ、集中

力だと思います」と大路監督。勉強する時間が選手としての気持ちの切り替えや

高い集中力を磨いたのだろう。しかし、進学校ゆえに強化試合のための長期遠征

などが禁止されており、どうしても試合経験を積んだり、選手層を厚くする時間

が足りなかった。 

 

「指田が負傷退場し、その代わりを務める選手がいなかった。選手層の薄さを感

じる。兵庫県内には大分のようなサッカーをするチームは少ない。もっと県外遠

征をしていろんなチームと戦い経験させることが必要だった。選手には可哀想な

ことをしてしまった」 

「勝てば国立」という準々決勝対大分戦。２点をリードしながらも、相手のパワ

ープレーに押し込まれ、３点を失い敗れた。その試合後、大路監督は目を赤くし

ながら、そう語った。 

 今大会の失点のほとんどが、セットプレーだった。これもまた経験不足が影響

しているように思う。 



「前半の 15 分で２点を先制してしまい、どうしても気持ちが“国立に行ける”と

いう風になった。守備もゆるくなってしまい、攻撃でもリスクを冒せなくなって

しまった。ボールの失い方も悪かったし、メンタルの弱さを感じます」  

 

 初戦前日から体調を崩し、発熱と戦いながらチームをひっぱっていたキャプテ

ンの帷は、試合をそう振り返った。彼自身、選手権を意識したのは中３のときが

初めてだったという。「選手権を目標にサッカーをしてきたわけじゃないんです。

大迫選手（勇也。鹿島）の活躍を見て、選手権もいいなと思ったけど、まさか自

分たちがその舞台に立てるなんて思ってなかった。なのに、ベスト８まで行ける

なんて、シンデレラストーリーみたいですよね。もう少しで国立へ行けたのにと

いう悔しさは大きいけれど、自分たちのサッカーをやって、自信になったことは

たくさんある。12 月 27 日に西宮を出発して、今日までのことは一生の思い出に

なります。胸を張って西宮へ帰りたい」 

 もう涙は乾き、気持ちの整理がついたことが伝わってくる。戦いの最中には感

じなかった達成感が彼の顔を輝かせていた。 

  

市西が早い時間に見事な形で得点を重ねたとき、少し不安に思った。今大会２

試合とも先制を許してからの逆転勝利

だった。もちろん逆転劇を起こすのは

簡単なことではないが、逃げ切るのも

容易なことではない。しかも初めての

全国舞台。長期遠征の規制で、連戦の

経験も乏しく、蓄積した疲労の対処が

それをより難しくするように思えたか

らだ。 そんなイヤな予感が的中して

しまったが、全国大会初出場校の冒険、

自分の故郷の子どもたちの奮闘にシンプルな感動を抱いた。 

 

「今夜は３年生といろいろと話をしたいですね」 

 敗戦直後からの受験勉強宣言を期待してか、入れ替わり立ち替わり記者たちが

問いかけた「今夜はどうするの？」という質問に丁寧にそう答えた帷は、「勉強

は明日からですね。新聞などで志望校が掲載されているから、しっかりと合格し

たい」と笑った。 

 

「今はエセ進学校ですよ」と大路監督はいう。 サッカーと学業の両立が達成で

きるかは、３年生の受験結果次第なのかもしれない。 

  

攻守にわたり選手が走り、連動しながら、パスを繋ぎ、相手を崩していく市西

のサッカーは、多くの記者からも「いいサッカーだった」と言われた。それでも

ロングボールを使い、執拗にパワーで攻め込んでくる大分のサッカーの前に屈し

た。 



「スキルをもっと磨いて、もっと繋ぎ倒したい」 

 力強く語る大路監督もまた、選手権で自信と手ごたえを得たようだ。明確な課

題は進化の大きなきっかけとなるだろう。１月中旬には新人戦がスタートする。

監督の新たなチャレンジが始まるのだ。 

 全国各地で様々な試行錯誤が行われている。

制限の多い環境の中で最善を尽くす。そのため、

誰もがそれぞれの立場で「サッカー」と向き合

い、わずかでも向上し、前進したいと日々闘っ

ている。 

 その長い歴史が日本のサッカー界を支えてき

たのだ。 

「努力が奇跡を生む」 

 

 大路監督の言葉を記した横断幕のもと、全国舞台での市西の躍進はそんな成果

のひとつでもある。 

 各校の個性あふれるスタイルに触れられる選手権。第 90 回の今大会で改めて感

じたのは、日本中に散らばっているサッカーへの愛情だった。  

 

神戸新聞記者 山本哲志さん記事より 

 ３日に行われた３回戦。１０人目までもつれたＰＫ戦の末に近大付（大阪）を

破り、準々決勝に進んだ市西宮の大路照彦監督（４９）は「県ベスト８で喜んで

いた学校が全国でベスト８。想像できない」と涙ながらに振り返った。だが、快

進撃は偶然ではなく、相応の理由があった。 

  

その一つは、西宮市の入試制度で総合選抜制度が廃止され「市内の有力選手がそ

ろった」からだ。大路監督は「１０年ほど前から総合選抜廃止の話があり、そう

なれば市内で自由に志願校を選べる。そのときに『市西に行きたい』と思っても

らえるよう“文武両道”に力を入れてきた」と話す。 

  

現在の３年生は、総合選抜が廃止された２００９年度の入学。西宮少年サッカー

スクール（西宮ＳＳ）を中心に、西宮市内全域から実力選手が集結。強豪私学か

ら誘いのあった選手もいた。そのチームを帷（かたびら）智行主将や後藤寛太ら

が引っ張り、昨年は県新人大会で準

優勝。昨夏の県総体もベスト４に進

むなど、県内の強豪校に成長した。 

  

もう一つの理由は、中学生時代から

の“一貫”育成だ。 

   

 

http://www.google.co.jp/url?q=http://web.gekisaka.jp/182975_92395_fl&sa=U&ei=wH_YUrvXLIrJkgXEwYCACg&ved=0CEoQ9QEwDTgU&usg=AFQjCNFY8Y_yO01yW1As0uHU9nY5glTOoQ


西宮ＳＳジュニアユースの谷元希監督（２５）は市西宮ＯＢ。大路監督の教え

子で、市西宮で外部コーチも務める。足元の技術と状況判断力を重視するスクー

ルの方針は、市西宮と同じ。学力向

上にも力を注いでおり、スクール独

自で勉強の課題を出すこともあると

いう。 

  

その結果、メンバー２５人の半数

近い１１人を西宮ＳＳ出身者が占

め、エースの後藤が「チームメート

がどうプレーするのか感覚で分か

る」と話す連係の良さにつながった。 

  

一方、公立校ならではの制約された練習環境も力に変えた。 

 日々の練習は７限授業終了後の約２時間。グラウンドは野球部やアメリカンフ

ットボール部などと共用。そんな中、狭いスペースでボールをつなぎ、連動性の

あるパスサッカーを磨き上げた。さらに「一分一秒を怠らず、サッカーにも、勉

強にも全力を尽くすことでメンタルが鍛えられる」と大路監督。  

 

兵庫県予選準決勝の滝川第二戦や、今大会初戦の山梨学院大付戦では、攻め込

まれても粘り強く守った。県予選決勝の神戸弘陵戦に続き、近大付戦でもＰＫ戦

を勝ち抜いた精神力は、重ねた努力の成果だった。 

 

 ５日の準々決勝で大分に逆転負けし、「国立」行きはならなかったが、３年生

９人はもう一つの目標である大学受験に挑戦中だ。１、２年生の新チームもスタ

ートした。 

 

 指揮官は「やってきたサッカーは全国でも

十分通用した。もっと県外のチームと練習試

合をし、いろんな形に対応できる力をつけた

い。パスをつなぎ倒して（他チームを）ぶっ

ちぎりたい」と意気込む。１年生ながら全国

大会の全３試合に出場した細井優希も「考え

ながら努力するのが『市西』のサッカー。そ

れを受け継ぐ」と誓っている。 

  

 

  

           

http://www.google.co.jp/url?q=http://manglobe.com/consultant_blog/201201051839_161.html&sa=U&ei=WqzYUpGDL87kkAWdqIH4Ag&ved=0CD4Q9QEwBzgo&usg=AFQjCNE32uEJJleNms3JxeSplyKwwtnBQQ
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１
」の
状
況
を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
の
状
態
を
つ
く
っ
た
ら「
２
対
１
」 

――
２
０
１
８
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

と
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で

と
も
に
兵
庫
県
大
会
の
ベ
ス
ト
４
ま
で

進
み
ま
し
た
。
西
宮
市
立
西
宮
高
校
は

他
チ
ー
ム
と
比
べ
る
と
中
体
連
出
身
者

が
多
く
、
大
路
監
督
が
以
前
、「
個
の

力
の
差
を
埋
め
る
た
め
に
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
徹
底
し
て
い
る
」と
話
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

大
路　
監
督
就
任
当
初
は
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
徹
底
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

県
大
会
の
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
み
な
が

ら
、
そ
の
先
に
進
め
な
く
な
っ
た
頃
か

ら
で
す
。
公
立
の
進
学
校
で
選
手
を
そ

ろ
え
に
く
い
中
で
も
全
国
大
会
出
場
を

目
指
す
た
め
、
私
が
サ
ッ
カ
ー
を
学
び

直
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
見
た
中
で

ヒ
ン
ト
を
得
た
の
が
ラ
グ
ビ
ー
に
お
け

る
選
手
の
動
き
方
で
す
。
横
と
斜
め
後

ろ
へ
の
パ
ス
を
使
い
分
け
て
屈
強
な
選

手
が
そ
ろ
う
守
備
の
間
を
抜
け
出
す
攻

撃
は
サ
ッ
カ
ー
の
動
き
に
活
用
で
き
る

と
考
え
、
ラ
グ
ビ
ー
の
動
き
を
活
か
し

シ
ョ
ニ
ン
グ
で
ス
ペ
ー
ス
を
突
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

――
練
習
で
も
ス
ペ
ー
ス
を
意
識
さ
せ

る
コ
ー
チ
ン
グ
が
目
立
ち
ま
し
た

大
路　
現
代
サ
ッ
カ
ー
で
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
陣
形
に
す
る
チ
ー
ム
が
多
く
、
ス

ペ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
パ
ス
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
は
相
手
ゴ
ー

ル
に
迫
れ
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
ス
ペ
ー
ス
を
使

う
意
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

を
攻
略
す
る
か
、
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
が

上
が
っ
て
来
た
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
に
ボ

ー
ル
を
戻
し
、
パ
ス
を
受
け
た
セ
ン
タ

ー
バ
ッ
ク
が
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
サ

イ
ド
ハ
ー
フ
に
パ
ス
し
ま
す（
Ｐ
24
の

図
２
）。
た
だ
し
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
整

え
る
時
間
を
相
手
に
与
え
な
い
た
め
に

ワ
ン
タ
ッ
チ
の
パ
ス
で
行
な
う
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。                 

――
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
時
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
の
一
例
は
分
か
り
ま
し
た
。
で
は
、

相
手
陣
内
で
は
ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
心
が
け
る
の
で
す
か
？

大
路　
市
立
西
宮
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
サ
イ
ド
バ
ッ
ク

が
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら
２
ト
ッ
プ
が
動

が
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
た
め
に
行
な
っ

て
い
る
練
習
が「
10
メ
ー
ト
ル
四
方
の

エ
リ
ア
を
４
つ
つ
く
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
」で
す
。
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
を
16
分
割

す
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
10
メ
ー
ト
ル
四
方

の
エ
リ
ア
４
つ
で
行
な
う「
５
対
５
」

（
Ｐ
27
の
図
６
）は
、
サ
イ
ド
で
の
ス
ペ

ー
ス
づ
く
り
が
狙
い
で
す
。
ま
た
、
６

つ
の
エ
リ
ア
で
行
な
う「
７
対
７
」（
Ｐ

27
の
図
７
）は
、
自
陣
で
の
ス
ペ
ー
ス

づ
く
り
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。

　
も
し
、
ボ
ー
ル
を
受
け
た
サ
イ
ド
ハ

ー
フ
に
相
手
の
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
が
寄
せ

た
ら
、
相
手
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
が
い
た
ス

ペ
ー
ス
が
空
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
サ

イ
ド
ハ
ー
フ
が
ボ
ラ
ン
チ
に
落
と
し
、

ボ
ラ
ン
チ
が
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
突
く

ボ
ー
ル
を
出
し
て
走
り
込
ん
だ
サ
イ
ド

バ
ッ
ク
が
受
け
ま
す（
Ｐ
24
の
図
３
）。

私
た
ち
は
、こ
の
よ
う
に
し
て
ポ
ジ

き
出
し
て
縦
関
係
に
な
り
ま
す
。
一
方

が
相
手
の
背
後
を
狙
う
の
で
す
。
サ
イ

ド
バ
ッ
ク
の
パ
ス
の
優
先
順
位
は
以
下

の
通
り
に
な
り
ま
す
。

❶
相
手
の
背
後
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る

フ
ォ
ワ
ー
ド
へ
パ
ス

❷
①
が
難
し
け
れ
ば
、
も
う
１
人
の
フ

ォ
ワ
ー
ド
へ
ク
サ
ビ
の
パ
ス

❸
②
も
難
し
け
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
チ
に
パ

ス
し
て
逆
サ
イ
ド
に
展
開

　
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
は
以
上
の
３
つ
の
優

大路照彦・監督
（西宮市立西宮高校／兵庫県）

取
材
・
構
成
／
森
田
将
義
　
写
真
／
森
田
将
義

大路照彦（おおじ・てるひこ）／1962年９
月23日生まれ、兵庫県出身。現役時代は鈴
蘭台高校、大阪外国語大学でプレーし、
FWとして活躍。卒業後は芦屋南高校の非
常勤講師としてサッカー部の指導に携わっ
た。86年からは英語の教師として西宮市立
西宮高校として採用され、サッカー部の監
督に就任。兵庫県内屈指の進学校ながら
2011年には『全国高校サッカー選手権大
会』に初出場し、ベスト８に進んだ。主な
教え子に帷智行（元Y.S.C.C.横浜）、後藤寛
太（元セレッソ大阪）

２
０
１
１
年
に
初
出
場
し
た『
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
』で
、

ベ
ス
ト
８
進
出
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
西
宮
市
立
西
宮
高
校
は
、

現
在
も
兵
庫
県
内
の
強
豪
校
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
県
内
有
数
の
公
立
の
進
学
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

中
学
年
代
で
名
を
馳
せ
た
選
手
が
入
学
し
て
来
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
中
で
、
同
校
を
率
い
る
大
路
照
彦
・
監
督
に
よ
る
と

戦
力
差
を
埋
め
る
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が
あ
る
と
言
う
。工
夫
例
を
聞
い
た
。

特 集 「ポジショニング指導を考える」 Let’s think how to               improve positioning in soccer.<

INTERVIEW

「
相
手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
逆
手
に
と
っ
て
、

ス
ペ
ー
ス
を
突
き
、素
早
い
攻
撃
を
仕
掛
け
る
」

特
集
①
　
公
立
高
校
に
よ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
工
夫

P r o f i l e

ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
時
の

サ
イ
ド
ハ
ー
フ
の
位
置

K
eeping good position

is essential for soccer.

ク
サ
ビ
の
パ
ス
後
の

ス
ペ
ー
ス
づ
く
り

K
eeping good position

is essential for soccer.
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し
、
市
立
西
宮
に
は「
１
対
１
」に
強

い
選
手
は
い
ま
せ
ん
。
個
の
力
で
劣
る

チ
ー
ム
が
ゴ
ー
ル
を
奪
う
に
は
、
相
手

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
利
用
し
、
生
ま

れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
緩
急
の
つ
い
た
パ
ス

で
崩
す
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
の
ク
サ
ビ
の
話
を
続
け
ま
し

ょ
う
。
フ
ォ
ワ
ー
ド
に
マ
ー
ク
が
い
な

先
順
位
を
頭
の
中
に
入
れ
な
が
ら
判
断

し
て
パ
ス
を
選
択
し
ま
す
。
な
お
、
ボ

ラ
ン
チ
に
パ
ス
す
る
際
は
、
自
分
か
ら

見
て
遠
い
ほ
う
の
ボ
ラ
ン
チ
に
出
す
こ

と
も
要
求
し
て
い
ま
す
。
遠
い
ほ
う
の

ボ
ラ
ン
チ
に
出
す
の
が
難
し
い
場
合

に
、
近
く
に
い
る
ボ
ラ
ン
チ
に
出
し
、

セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
、
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
と

展
開
し
て
い
き
ま
す

　
市
立
西
宮
に
は
、
ク
サ
ビ
の
パ
ス
を

入
れ
た
際
に
相
手
の
守
備
の
原
理
原
則

を
逆
手
に
と
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に

す
る
考
え
が
あ
り
ま
す（
Ｐ
26
の
図
４
、

図
５
）。
通
常
、
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
か
ら

前
線
の
選
手
に
ク
サ
ビ
の
速
い
パ
ス
が

入
っ
た
ら
、
守
備
側
の
選
手
は
マ
ー
ク

を
緩
め
て
で
も
ゴ
ー
ル
前
の
ゾ
ー
ン
を

固
め
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ワ

ー
ド
が
下
が
っ
て
ク
サ
ビ
を
受
け
た
な

ら
ば
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
担
当
者
は
マ
ー

ク
を
続
け
る
で
し
ょ
う
が
、
ほ
か
の
選

手
は
次
の
プ
レ
ー
で
背
後
を
突
か
れ
な

い
よ
う
に
低
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
す
る
と
理
論
上
は
、

フ
ォ
ワ
ー
ド
が
ク
サ
ビ
を
受
け
る
際
に

フ
ォ
ワ
ー
ド
と
同
じ
ラ
イ
ン
に
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
と
れ
ば
フ
リ
ー
に
な
っ
て
ボ
ー

ル
を
受
け
ら
れ
る
、
と
な
り
ま
す（
Ｐ

26
の
図
４
の
パ
ス
②
）。
こ
の
パ
ス
が

ラ
グ
ビ
ー
で
の
横
パ
ス
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の「
横
パ
ス
」に
も
約
束
事
が
あ

り
ま
す
。
ク
サ
ビ
を
受
け
た
フ
ォ
ワ
ー

ド
は
２
タ
ッ
チ
以
内
に
サ
イ
ド
ハ
ー
フ

に
横
パ
ス
を
出
す
の
で
す
が
、「
緩
い
パ

ス
」を
あ
え
て
出
す
の
で
す
。
速
い
横

パ
ス
で
は
相
手
に「
間
に
合
わ
な
い
」

と
判
断
さ
れ
、
縦
コ
ー
ス
を
ふ
さ
が
れ

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

も
、「
ボ
ー
ル
を
奪
え
る
か
も
」と
相
手

に
思
わ
せ
る
緩
い
パ
ス
が
必
要
な
の
で

す
。
仮
に
相
手
の
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
を
引

き
出
せ
た
な
ら
、
相
手
の
サ
イ
ド
バ
ッ

ク
と
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
の
間
に
ス
ペ
ー

ス
が
生
ま
れ
ま
す（
Ｐ
26
の
図
５
に
お

け
る
濃
い
エ
リ
ア
）。
そ
の
ス
ペ
ー
ス

に
も
う
１
人
の
フ
ォ
ワ
ー
ド
が
走
り
込

ん
だ
り
、
パ
ス
を
受
け
た
サ
イ
ド
ハ
ー

フ
が
ド
リ
ブ
ル
で
進
入
し
た
り
で
き
れ

ば
、
ゴ
ー
ル
を
奪
う
可
能
性
を
高
め
ら

れ
ま
す（
Ｐ
26
の
図
５
）。
強
弱
を
つ
け

た
斜
め
と
平
行
の
パ
ス
を
使
い
分
け
る

の
が
市
立
西
宮
の
攻
撃
で
す
。

――
パ
ス
の
速
さ
を
強
調
す
る
チ
ー
ム

が
多
い
反
面
、
遅
い
パ
ス
を
活
用
す
る

チ
ー
ム
は
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

大
路　
「
１
対
１
」の
状
況
で
突
破
で
き

る
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
が
い
れ
ば
、
速
い
パ

ス
の
も
有
効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

「相手のポジショニングを逆手にとって、
スペースを突き、素早い攻撃を仕掛ける」

OJI’S OPINION
「10m」にこだわる理由とキックの仕方

――市立西宮の練習設定に「10メート
ル」という数字がよく出てきます。この10
メートルという数字がスペースをつくるた
めに適したものなのでしょうか？
大路　5メートル間隔でポジションをとる
と、密集になってしまいパスをつなげません。
そして20メートル間隔だと遠くなりすぎて
ミスの可能性が高くなります。私たちの場
合は10メートル間隔が適正だと考えていま
す。10メートルのパスをしっかり出せ、サ
ポートの動きも的確に行なえれば、少ない
パス本数でゴール前までボールを運べると
思っています。
　10メートルのパスを速く、正確に出すた
めに蹴り方にもこだわっています。小さな
足の振りでも速いパスが出せる遠藤保仁・
選手（ガンバ大阪）のような股関節を意識し
たキック練習もしています。キック・モー

ションが大きいと、その
間に相手がスペースを消
してしまいます。少しの
差かもしれませんが、こ
だわるようにしています。
――スピーディーな攻撃
を求める場合、ボールを持ってからの判断で
はなく、ボールが動いた瞬間に選手が動くオ
ートマチックな攻撃が理想かもしれません。
大路　中体連出身者の多い市立西宮には
「パスは通せばいい」と考える選手が多く、
「スペースを活用する」という考えを理解す
るまでに時間がかかりがちです。それでも
選手の成長を考え、私たちは蹴り方を意識
し、スペースをつくるためのポジショニン
グを練習し、習得させています。すると選
手たちは習慣化でき、瞬時に動けるように
なっていきます。

Let’s think how to improve positioning in soccer.

BAD

<
大路照彦・監督
（西宮市立西宮高校／兵庫県）

特集①　公立高校によるポジショニングの工夫特 集 「ポジショニング指導を考える」
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「
縦
ズ
レ
」を
起
こ
し

守
備
側
を
惑
わ
せ
る

K
eeping good position

is essential for soccer.

け
れ
ば
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
は
簡
単
に
前
を

向
け
ま
す
。
し
か
し
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
プ

レ
ー
が
遅
け
れ
ば
相
手
に
守
備
を
整
え

る
時
間
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う

な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
行
な
う
の

が「
４
人
組
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
パ
ス
」

（
Ｐ
27
の
図
８
）と
い
う
練
習
で
す
。
ボ

ー
ル
を
受
け
た
ら
素
早
く
前
進
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
で

す
。
例
え
ば
、
ク
サ
ビ
の
パ
ス
を
受
け

た
際
、「
ボ
ー
ル
を
右
足
で
止
め
て
右
足

で
ド
リ
ブ
ル
開
始
」と「
ボ
ー
ル
を
右

足
で
止
め
て
左
足
で
ド
リ
ブ
ル
開
始
」

を
比
べ
る
と
、「
右
足
、
右
足
」の
ほ
う

が
１
、
２
秒
余
計
な
時
間
が
か
か
る
気

が
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
右
足
、左
足
」

と
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
タ
ー
ン
し

て
ド
リ
ブ
ル
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
導

い
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活

用
す
る
上
で
は
正
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
だ
け
で
な
く
、
正
確
な
ボ
ー
ル
タ
ッ

も
必
要
と
考
え
て
こ
う
し
た
練
習
を
採

用
し
て
い
る
の
で
す
。

――
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
動
き
の
ル

ー
ル
を
変
え
て
い
ま
す
か
？

大
路　
攻
撃
の
際
、
全
員
が
前
に
飛
び

出
せ
ば
、
相
手
の
守
備
側
に
綻
び
を
生

じ
さ
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
ス

ペ
ー
ス
を
突
い
て
い
か
な
け
れ
ば
チ
ャ

ン
ス
を
つ
く
る
の
は
難
し
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
前
線
の
選
手
が
中
盤
に
下

が
り
、
後
方
の
選
手
が
そ
の
選
手
が
空

け
た
ス
ペ
ー
ス
に
飛
び
出
す
動
き
を
徹

底
し
、
守
備
側
の「
縦
ズ
レ
」を
狙
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
が
ボ
ー
ル
を
受
け
た

と
き
の
話
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ド
バ
ッ
ク
か
ら
の
ク
サ
ビ
を
受
け

る
た
め
に
一
方
の
フ
ォ
ワ
ー
ド
が
下
が

っ
た
場
合
、
相
手
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
は

「
マ
ー
ク
を
続
け
る
か
」の
選
択
を
迫
ら

れ
ま
す
。
す
る
と
、
以
下
の
展
開
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

①
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
が
マ
ー
ク
を
継
続

→
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
が
中
央
に
絞
る
→
サ

イ
ド
に
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
る

②
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
が
マ
ー
ク
を
継
続

し
な
い
→
フ
ォ
ワ
ー
ド
は
フ
リ
ー
に
な

れ
る

　
複
数
の
パ
ス
で
守
備
側
の「
横
ズ
レ
」

を
狙
う
チ
ー
ム
は
多
い
の
で
す
が
、
相

手
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・
ラ
イ
ン
を
ス
ラ

ポジション凡例：SB＝サイドバック、CB＝センターバック、VT＝ボランチ、SH＝サイドハーフ

PLAY  SAMPLE 1
「サイドハーフのポジショニングからの展開（自陣でのビルドアップ時）」

多くのチームに見られる例として、ビルドアッ
プ時にCBからのパスを受けたSBが、SHに縦パ
スを入れるケースがある。ただし多くの場合、
相手にパスカットされることがよくある。その
ため大路監督は効果的ではないと感じている

ビルドアップ時、SHが内側に入ったときに相手
SBがついて来たら、相手SBがいたスペースが
空く。SHがVTに落とし、VTがスペースを突く
パスをする。走り込んだSBが受ける

ビルドアップ時、SHが内側に入って、相手SH
に対して「2対1」の状況をつくる。SBはCBか
ら受けたボールをリターンし、CBがSHにパス
する

図1 図2 図3
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進め方：縦①ペナルティーエリアの手前
両脇にコーンを設置し、目安としてライ

ンを設定。攻撃側は相手ゴールを目指す。
②攻撃側（白）から見てラインよりも手

前のエリア（Aエリア）には両チームとも
常に2人いる状態にする。③攻撃側はB
エリアにいる選手がAエリアに下がった
ら、Aエリアにいる選手がBエリアに入
るなどをして、守備側のマークを惑わす
ポイント：①攻撃側は「MF4人とFW2人」
の形の中で、FWの1人が下がってライ
ンよりも後ろに下がってボールを引き出
し、サイドハーフがラインよりも前に飛
び出してゴール前に2人いる状態をつく
る。②守備側の「縦ズレ」を誘発。③ボ
ールのあるところしか見られない選手に
味方のポジションを確認させる

Let’s think how to improve positioning in soccer.<特 集 「ポジショニング指導を考える」

Training Menu

Training

Training
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 01

トレーニング・メニュー紹介

■ 「３人組でのシュート練習」

■ 「4エリアで行なう『5対5』」

進め方：①GKとペナルティーエリアの外側に攻撃者を3人配置。②中央の選手
が左右どちらかにパスし、受けた選手がシュートに打つ。シュートを打った選手
以外の2人はこぼれ球を押し込むためにパスが出たらゴール前に走り込む。③左
右交互にパスし、両サイドからゴールを狙えるようになるのが狙いだが、受け手
がシュートにもち込めないと判断したら、ゴール前へのクロスに変えてもいい
ポイント：①①スペースへの飛び出しから、フィニッシュにもち込む。②シュー
トを打つ選手はただ直線に走るのではなく、実際の試合を想定した動きを意識。
シュートまでが遅いと相手に守備を整えられるため、シュートを打ちやすいファ
ーストタッチを心がける

進め方：①10m四方のエリアが４つあるグリッド内で「5対5」。各エリアに
各チームから最低1人ずつ入ってプレー（ただし、図8のように上下一辺ずつ
をライン・ゴールにする。自分たちのライン・ゴール前は各チーム2人ずつ
入る）。②ボール保持側はエリアを越えてドリブルしてはいけない。2人いる
エリアからスタートし、ボールをつなぎながらエリアを入れ替わり、ライン・
ゴールの突破を目指す。③守備側は担当エリア内でしかプレーできない。ボ
ールを奪えたら攻守交代（図6）
ポイント：①スペースをつくり、スペースを活かす意識を養う。②ボール保
持側は、ある選手が後方に下がったら、ほかのある選手が前に飛び出したり
する。③どのエリアが空き、どのエリアを埋めるべきかを確認しながらプレ
ーする
オプション：10m四方のエリアが6つ（縦に2つ、横に3つ）あるグリッド内で
「7対7」（図7）

練習③

練習①

「
３
人
目
の
動
き
」を
し
た
り
し
て
ほ
し

い
の
で
す
。

――
市
立
西
宮
は
試
合
中
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
事
細
か
に
徹
底
し
て
い
ま
す

が
、
試
合
で
は
思
い
通
り
に
い
か
な
い

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
う
ま
く
い
か

な
い
と
き
に
は
選
手
自
身
の
ア
イ
デ
ィ

ア
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

大
路　
パ
ス
の
強
弱
や
縦
ズ
レ
を
駆
使

し
て
高
い
位
置
に
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る

ま
で
は
チ
ー
ム
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
徹

底
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ペ
ー
ス
づ

く
り
に
成
功
し
た
あ
と
の
展
開
は
選
手

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
任
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
選
手
た
ち
に
は「
ボ
ー
ル
保
持

者
は
自
由
に
プ
レ
ー
し
て
い
い
が
、
ボ

ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い
選
手
は
決
ま
り

ご
と
を
守
ろ
う
」と
伝
え
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ル
を
持
っ
て
な
い
選
手
が
い
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
正
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と

れ
れ
ば
、
出
し
手
の
選
択
肢
が
増
え
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
攻
撃
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
状
況
を
つ
く

っ
て
選
手
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
す
た

め
に
練
習
で
は
動
き
を
止
め
な
が
ら
事

細
か
に
伝
え
、
学
ん
だ
こ
と
を
ア
レ
ン

ジ
し
な
が
ら
試
合
で
表
現
で
き
る
よ
う

に
導
い
て
い
ま
す
。                  

「相手のポジショニングを逆手にとって、
スペースを突き、素早い攻撃を仕掛ける」

大路照彦・監督
（西宮市立西宮高校／兵庫県）

特集①　公立高校によるポジショニングの工夫
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イ
ド
さ
せ
る
だ
け
で
対
応
で
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
前
を
突
破
す
る
に
は「
縦
ズ
レ
」

を
活
用
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
相

手
を「
縦
ズ
レ
」さ
せ
て
ス
ペ
ー
ス
を

空
け
た
り
、
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
た
り
す

る
感
覚
を
養
う
練
習（
Ｐ
27
の
図
10
、

図
11
）も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ス
ペ
ー
ス
を
使
う
意
識
を

高
め
て
も
、
ボ
ー
ル
保
持
者
が
そ
の
動

き
を
見
て
い
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ペ
ー
ス
を
使
う
選
手
は
ボ
ー

ル
保
持
者
が
顔
を
上
げ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
相
手
の「
縦
ズ
レ
」を
狙
う
、
こ
の

点
も
大
事
に
な
り
ま
す
。

――
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
の
話
に
戻
す
と
、

ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
に
下
が
っ
た
ボ
ラ
ン
チ

が
関
与
す
る
チ
ー
ム
が
多
い
中
、
市
立

西
宮
の
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
で
は
ボ
ラ
ン
チ

を
経
由
さ
せ
な
い
の
が
興
味
深
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

大
路　
市
立
西
宮
に
能
力
高
い
ボ
ラ
ン

チ
や
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
が
い
た
ら
後
ろ

で
ボ
ー
ル
を
動
か
し
た
り
、
サ
イ
ド
バ

ッ
ク
に
高
い
位
置
を
と
ら
せ
た
り
す
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
う

し
た
選
手
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
後
方

か
ら
相
手
選
手
を
徐
々
に
外
し
て
い
く

ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
は
市
立
西
宮
に
は
適
し

て
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
適
し
て
い
な
い
と
思
う
１
つ
目
は
、

後
方
で
手
数
を
か
け
る
の
は
後
方
で
ボ

ー
ル
を
失
い
リ
ス
ク
を
高
く
す
る
点
で

す
。
そ
の
リ
ス
ク
を
避
け
、
な
る
べ
く

少
な
い
パ
ス
で
ゴ
ー
ル
前
ま
で
運
び
た

い
の
で
す
。
で
す
か
ら
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ

時
に
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
か
ら
出
す
パ
ス

は
、
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
や
サ
イ
ド
ハ
ー
フ

よ
り
前
の
選
手
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
２
つ
目
の
理
由

は
、
後
方
で
ボ
ラ
ン
チ
を
含
め
た
ボ
ー

ル
回
し
を
意
識
し
す
ぎ
る
と
、
ヘ
ッ
ド

ダ
ウ
ン
し
て
遠
く
が
見
ら
れ
な
く
な
る

点
で
す
。
す
る
と
展
開
が
小
さ
く
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
も
避
け
た
い
の
で
す
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
ボ
ラ
ン
チ
に
は
パ

ス
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
セ
ン
タ
ー

バ
ッ
ク
か
ら
パ
ス
を
受
け
る
と
見
せ
か

け
て
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
た
り
、
前
方
の

選
手
が
落
と
し
た
ボ
ー
ル
を
受
け
る
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ポジション凡例：SB＝サイドバック、CB＝センターバック、VT＝ボランチ、SH＝サイドハーフ

PLAY  SAMPLE 2
「FWがクサビのパスを受けたあとのスペースのつくり方」

SBがFWにクサビのパスを入れると、相手CB
はFWについてきて、その他の守備者は背後
を突かれないように低いポジションをとるこ
とが多い。その際、SHなどがFWと水平にな
るポジションをとればフリーになれる

FWは素早くSHに緩いパスを送って相手SB
を食いつかせる。すると、相手SBと相手CB
の間にスペースが生まれる。そのスペースに
もう1人のFWかパスを受けたSHがドリブル
で入れば、ゴールを奪う可能性を高められる
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■ 「ダイヤモンド・パス」
進め方：①10m間隔でダイヤモンド形に立ってボ
ールを回す。②ボールを受けたらパス方向を向き、
少しドリブルしてからパス。③ボールを出したら、
出した先の選手に対して守備役として体を寄せる
（プレッシャーをかけるのみで、ボールは奪わない）

ポイント：①出し手とのタイミングを合わせる。
②右足でボールをコントロールして前を向き、左
足でドリブルを開始。③股関節を意識した振りの
小さいキックでパスを受ける

練習②

Training

04  
■ 「ハーフコートでの『6対5』」 練習④
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